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〔主な掲載記事〕

昨年11月21日、東日本大震災の被災地支援を行ったボランティアと葉山町社会福祉協議会（社協）
が共同で「災害ボランティアセンター検討会」を開催しました。

検討会の参加者は、9月に社協の呼びかけによりバスにて岩手県釜石市の復興支援を行ったボラン
ティアを中心に、個人やグループで被災地支援を行った町内の方々です。

検討会では、継続した被災地復興支援のほか、社協等と連携して葉山町が大規模な災害に被災した
時に必要となる災害ボランティアセンターの設置や運営を地域住民主導で行なおうと「（仮）葉山災
害ボランティアネット準備会（会員18名）」を立
ち上げました。

5月までに正式発足を目指し、それまでは被災
地支援の検討や災害ボランティアセンターについ
ての学習会を重ね、正式発足後には行政・社協・
日赤防災ボランティア第3ブロック葉山と連携し
て災害ボランティアセンター運営マニュアル作り
や訓練等を実施する方針を確認しました。

準備会では一緒に活動してくれる方を募集して
います。入会ご希望の方は葉山町社会福祉協議会
までご連絡ください。（875-9889　山下まで）

－（仮）葉山災害ボランティアネット準備会発足－－（仮）葉山災害ボランティアネット準備会発足－

災害ボランティアセンター検討会開催のきっかけとなった
被災地支援ボランティア反省会

もし葉山町が大災害に被災したら……

会 員 募 集 中 ‼
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共同募金運動（赤い羽根募金＆年末たすけあい募金）
ご協力ありがとうございました！～神奈川県共同募金会葉山町支会～

今回も厚生労働大臣の定めにより、10月1日から12月31日まで
の期間で、全国一斉に共同募金運動（赤い羽根募金と年末たすけあ
い募金）が展開されました。

この運動は、“人々が心豊かに安心して暮らせるまちづくりを目指
した、たすけあいの輪を広げる”ことを趣旨としています。

葉山町内におきましても、各地域で「戸別募金」を取りまとめて
いただきました民生委員（赤い羽根募金）や各町内会・自治会関係
者（年末たすけあい募金）、「職域募金」では町行政や葉山警察署等
の職員、「学校募金」では町内小・中学校の児童・生徒及び教職員、

「法人募金」では町内企業、さらには「窓口募金」にお寄せいただき
ました個人・団体など、町民・企業・団体等の皆様方のご理解とご
協力のもと、心温まる募金をいただくことができましたことを深く
御礼申し上げます。

「赤い羽根募金（10月）」で集められました募金は、神奈川県共
同募金会を通じまして、神奈川県内の福祉施設や地域作業所、非
営利の在宅福祉サービス団体、各市区町村社会福祉協議会など、
平成24年度に県域に配分＜広域配分＞されます。

「年末たすけあい募金（12月）」で集められました募金は、神奈
川県共同募金会を通じまして、葉山町社会福祉協議会が実施する

「年末たすけあい援護費の配分」事業（平成23年度配分済み／配
分結果は別表参照）や平成24年度葉山町社会福祉協議会が行う「葉
山町内の地域福祉の推進」を目的とする各種事業の事業費（平成
24年度配分）など、葉山町内に配分＜地域配分＞されます。

平成23年度 共同募金運動（赤い羽根募金＆年末たすけあい募金）の結果［平成24年1月10日現在］

赤い羽根募金（10月）の結果 年末たすけあい募金（12月）の結果
地　域　名 募金額（円） 企業・団体名 募金額（円）

＜戸別募金＞ 4,320,793 ＜法人募金＞＊敬称略 154,500
木古庭 245,750 本圓寺 20,000
上山口 263,000 葉山町商工会 5,000
下山口 289,000 ㈲タントテンポ 5,000
一　色 1,294,253 竹田医院 5,000

葉山一色台 58,000 葉山町漁業協同組合 3,000
パーク・ド・葉山四季 70,000 実教寺 5,000
一色第1 308,153 日本料理　一葉 5,000
一色第2 226,100 ㈲加藤設備 5,000
一色第3 ／葉山エコー会 357,700 ㈲タカナシ 5,000
一色第4 82,900 ㈾大門商店 5,000
一色第5 82,400 ㈲福原プロパン 5,000
つつじヶ丘 109,000 ㈲葉山旭屋牛肉店 5,000

堀　内 1,129,830 ㈱葉山国際カンツリー倶楽部 3,000
芝崎 65,500 ㈲霜月商事 6,000
東伏見 75,300 ㈱サンサンモーターズ 5,000
牛ヶ谷戸 132,000 ㈲アシストホーム 5,000
向原 174,500 福厳寺 10,000
真名瀬 77,800 ㈲五エム丸 3,000
森戸 88,000 湘南事業所　社員会 9,500
元町たかさご 58,780 ㈲野田電機商会 5,000
木の下 150,050 葉山一色接骨院 10,000
あずま 120,000 葉山どうぶつ病院 10,000
三ヶ浦 103,700 ㈲片桐印刷 5,000
諏訪町／鐙摺 84,200 ㈲根岸精工 10,000

長　柄 1,098,960 ＜職域募金＞ 52,260
長柄下 94,000 ＜学校募金＞ 21,650
長柄 387,360 ＜預金利子＞ 59
葉桜 370,000 合　計　額 4,549,262
イトーピア葉山 247,600

地　域　名 募金額（円） 企業・団体名 募金額（円）
＜戸別募金＞ 4,300,000 ＜窓口募金＞＊敬称略 153,298

木古庭 240,400 神奈川県クリーニング生活衛生同業組合逗葉支部 14,750
上山口 260,000 万福寺 マハヤナ会 20,000
下山口 286,500 万福寺 沙羅の会 30,000
一　色 1,329,700 葉山仏教会 88,548

葉山一色台 58,000 ＜預金利子＞ 34
パーク・ド・葉山四季 70,000 合　計　額 4,453,332
一色第1 335,500
一色第2 240,100
一色第3 318,400
一色第4 82,300
一色第5 76,900
葉山エコー会 40,000
つつじヶ丘 108,500

堀　内 1,060,800
芝崎 63,500
東伏見 71,000
牛ヶ谷戸 131,000
向原 176,000
真名瀬 74,800
森戸 92,500
元町たかさご 66,300
木の下 117,100
あずま 83,500
三ヶ浦 104,400
諏訪町 24,500
鐙摺 56,200

長　柄 1,122,600
長柄下 102,500
長柄 405,200
葉桜 364,700
イトーピア葉山 250,200

年末たすけあい援護費の配分結果報告 ～葉山町社会福祉協議会～
神奈川県共同募金会葉山町支会が12月に実施いたしました「年末たすけあい

募金」で集められました募金のうち、649,000円が神奈川県共同募金会を通じ
まして葉山町社会福祉協議会に配分され、⑴認知症・寝たきり高齢者を介護され
ている世帯（40世帯）へは介護に伴う経済的負担の一助として、⑵準保護世帯（36
世帯）へは年末年始に係る経済的負担の一助として、去る12月20日～21日に
右記の通り配分させていただくことができました。
「年末たすけあい援護費」として配分させていただきました以外の寄付金は、

神奈川県共同募金会を通じまして、平成24年度に葉山町社会福祉協議会が行う
貸付事業の貸付金の原資や地域のコミュニティーづくりのための事業など「葉山
町内の地域福祉の推進」を目的とする各種事業の事業費として平成24年度に配
分されます。

平成24年度も各種事業を通じまして、町民の皆様の福祉の向上に努めてまい
りたいと思います。

＜年末たすけあい援護費の配分結果＞

⑴認知症及び寝たきり高齢者の介護者世帯　（40世帯）へ
〜介護に伴う経済的負担の一助として〜

３２０, ０００円

⑵準保護世帯（36世帯）へ
〜年末年始に係る経済的負担の一助として〜

３２９, ０００円

合計：６４９, ０００円

平成23年度 共同募金運動（赤い羽根募金＆年末たすけあい募金）の結果［平成24年1月10日現在］
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堀内地区の小地域福祉活動がはじまります。
堀内地区では12の町内会が中心となり、葉

山町社会福祉協議会の支援を受けながら、平
成24年4月から、福祉を中心とした活動を開
始する予定です。

活動内容は・・・
○お話し相手　○家事援助　○食事援助
○外出援助

などのお手伝いを予定しています。

ボランティアの募集など詳細は回覧でご案
内いたします。

“おもいやり”や“たすけあい”の心を育み、「ともに生きる福祉社会」
の実現を目指して神奈川県共同募金会と神奈川県社会福祉協議会の共催
で毎年行われているこのコンクールは第35回を数えました。今回は葉山
町内中学校の生徒の皆さんから29作品、神奈川県下では9,885作品のご
応募がありました。その中で、葉山町からの代表２作品が見事に入選い
たしました。おめでとうございます。

【優秀賞】
　神奈川県社会福祉協議会長賞
　　○葉山中学校　３年　奈良﨑 実明 さん　題名「福祉について」
【佳　作】
　　○葉山中学校　３年　深田 春佳 さん　　題名「ロンと出会って」

葉山地区代表作品２作品が入選！

「第３次葉山町地域福祉活動計画」全体報告会が開催されました
去る平成23年12月８日㈭に地域福祉活動計画策定委員会のワーキンググ

ループの全体報告会が開催されました。当日は3グループの報告に民生委員児
童委員、町内会・自治会関係者、ボランティアなど約60名が出席し、地域福
祉について共に考える機会となりました。

また、日赤防災ボランティア第3ブロック葉山の丸氏より「もし葉山町が被
災したら」と題した提案があり、葉山町災害ボランティアセンター設置に向け
て報告がありました。

住み慣れた素晴らしい葉山で楽しい老後を過ごすため。

「無縁社会から地縁社会へ」

平成23年度 ふれあいサポーター養成講座のお知らせ

第1部　講演会
テーマ　「朝日新聞　孤族の国　取材現場から」
　　　　－家族や雇用の崩壊、コミュニティ機能への期待－
日　時　平成24年2月16日㈭　13：30～15：30
場　所　葉山町福祉文化会館　大会議室
講　師　朝日新聞「孤族の国　第4部女たち」取材キャップ
　　　　高橋　美佐子　氏
　　　　（報道局　文化くらし報道部　生活担当）
対　象　葉山町在住在勤の方
定　員　100名（先着順）
参加費　無料

第2部　「世話焼きさ～ん♥出番です!!」
　　　　－ 住民流福祉のすすめ －

日　時　平成24年3月2日㈮　10：00～15：00
場　所　葉山町福祉文化会館　大会議室　他
講　師　住民流福祉総合研究所　木原　孝久　氏
対　象　近隣の支え合いの取組みに関心のある方
定　員　60名（先着順）
内　容　1　住民流福祉を学ぶ

2　下山口における活動報告から
参加費　無料（昼食は実費）

※住民流福祉：50～100世帯の区域を単位に世話焼きな地域住民数名が地図を活用し、孤立を防ぐという視点を基礎に、複眼的に福祉ニーズを抱える住民を
見つけ出し、その人の関わり、たすけあい等を通して安心して自分らしく地域で暮らし続けることができるようにする方法で、住民流福祉総合研究所が提唱
する活動です。

葉山町では昨年、高齢者の割合が27％を超えました。少子高齢化や地域の希薄化、景気低迷により、家族、近隣、さらに雇用による支えが共に弱まっ
ており、「生活の孤立」が深刻な問題となってきています。このような問題に対して、今のところ公的制度で解決策を見出すことは難しいようです。

今、住民が主役となり顔が見えて助け合える地域を作る「小地域福祉活動」の取組みが期待されています。

申込方法：申し込みご希望の方は2月9日㈭までに葉山町社会福祉協議会に、電話又はFAXにて、①第1部、第2部の別、②所属、③お名前、④ご住所、
⑤電話番号をお知らせください。
尚、手話通訳ご希望の方はお申し込み時にお知らせください。　葉山町社会福祉協議会　電話 875-9889　FAX 876-1873

「私たちが作る福祉の町」をテーマに皆さん真剣な表情で聞いておりました。

被災地に何度も足を運んだ丸さんの話は
説得力がありました。

「地域福祉の財源」では民生委員の立場か
ら日常の活動を通じて財源確保の大変さ
についてお話しをいただきました。

「小地域福祉活動推進計画」では、事務局
より小地域福祉活動について説明を行な
い、その後に先駆的な取組みを行なって
いる地域の活動発表がありました。

「障害児余暇支援活動」では、余暇支援活
動の報告があり、地域で何ができるのか？
また当事者として何ができるのか？これ
からの課題が明確化されました。

神奈川県福祉作文コンクール
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◆葉山町社会福祉協議会
　（代表）Tel 875-9889　e-mail:info@hayamashakyo.com
　１．総務　　法人運営への提案等に関する窓口
　２．地域福祉推進　　①地域福祉活動推進

小地域福祉活動など地域福祉推進に関する窓口

　　　　　　　　　　　②はやまボランティアセンター
ボランティア・市民活動に関する窓口

　　　　　　　　　　　③在宅福祉サービス
在宅福祉サービスに関する窓口

　　　　　　　　　　　④葉山あんしんセンター
日常生活自立支援事業等に関する窓口

◆葉山町地域包括支援センター
　（代表）Tel 877-5324　e-mail:houkatsu@hayamashakyo.com
　　　高齢者に関する総合相談窓口
◆介護サービスセンター
　（代表）Tel 877-1031　e-mail:zaitaku@hayamashakyo.com
　　　ケアプラン作成・ヘルパー派遣に関する相談窓口

お 問 い 合 わ せ

去る10月8日㈯、全国社会福祉協議会中央福祉学院（ロフォス湘南）主催
の「第13回ロフォス湘南ファミリーコンサート」が開催されました。

本コンサートは、ロフォス湘南が葉山町への地元貢献事業の一環として毎
年開催されているもので、今回も約450名の葉山町民が参加され、盛大に開
催されました。

今回は、白石信さんとレオ・ハワイアンズが招かれ、ご高齢の方々やご家
族連れなど、幅広い年齢層の葉山町民が美しい演奏を鑑賞しました。

参加者の皆さんから寄せられました入場整理料は、主催者のご厚意で葉山
町社会福祉協議会に全額（226,500円）寄付されました。お寄せいただき
ました貴重な寄付金は、葉山町の地域福祉の推進に活用させていただきます。

主催者ならびに参加されました葉山町民の皆さまには心より感謝申し上げ
ます。

ご寄付ありがとうございました
～第13回 ロフォス湘南ファミリーコンサート～
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、
地
上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
か
ら

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
完
全
移
行
な
ど
、
皆
様
の
関
心
と
生

活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
出
来
事
が
沢
山
ご
ざ
い
ま

し
た
。
依
然
経
済
状
況
が
厳
し
い
状
況
の
中
、
全
国
の
生
活
保

護
受
給
者
は
２
０
５
万
人
を
超
え
、
過
去
最
多
を
記
録
い
た
し

ま
し
た
。

ま
た
、
日
本
国
内
に
お
け
る
戦
後
最
悪
の
自
然
災
害
と
な
り

ま
し
た
東
日
本
大
震
災
を
は
じ
め
、
局
地
的
な
豪
雨
水
害
な
ど

の
自
然
災
害
に
よ
る
被
害
な
ど
悲
し
い
出
来
事
が
記
憶
に
残
る

年
で
も
ご
ざ
い
ま
し
た
。

葉
山
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
平
成
二
十
四

年
度
か
ら
の
５
カ
年
計
画
「
第
３
次
葉
山
町
地
域
福
祉
活
動
計

画
」
の
策
定
に
向
け
、
関
係
団
体
・
機
関
、
住
民
の
方
々
の
参

加
と
協
力
に
よ
り
、
策
定
委
員
会
や
３
つ
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
で
の
議
論
を
重
ね
て
参
り
ま
し
た
。
こ
の
計
画
は
、
住

民
の
方
々
自
ら
が
取
り
組
む
べ
き
課
題
解
決
の
目
標
を
共
有

し
、
多
く
の
地
域
福
祉
の
担
い
手
の
参
加
と
協
働
で
活
動
し
て

い
く
た
め
の
一
つ
の
指
針
と
な
る
も
の
で
、
お
か
げ
さ
ま
を
も

ち
ま
し
て
ほ
ぼ
策
定
作
業
を
終
え
、
平
成
二
十
四
年
度
よ
り
ス

タ
ー
ト
す
る
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。

葉
山
町
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
地
域
福
祉
を
推
進
す
る
中
核

的
な
役
割
と
「
誰
も
が
自
分
ら
し
く
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
す
る
と
い
う
使
命
の
も

と
、
本
年
も
役
職
員
一
同
、
よ
り
一
層
の
努
力
を
重
ね
て
参
る

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

終
わ
り
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ま
の
益
々
の
ご
活
躍
と
ご

健
勝
を
心
か
ら
御
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
新
春
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
春
の
ご
あ
い
さつ

会
長
　
横
田
　
昌
和

成年後見制度　市民公開講座と無料相談会
～わかりやすく説明します～～わかりやすく説明します～

「最期まで自分らしく　─任意後見制度の利用─」「最期まで自分らしく　─任意後見制度の利用─」
日　時：平成24年３月17日㈯　14：00～15：30
会　場：逗子文化プラザ市民交流センター　第２・３会議室
予　約：不要　　料　金：無料　　※講座終了後、無料相談会を開催します。
問合せ：NPO法人神奈川成年後見サポートセンター横須賀支部
　　　　池田　TEL ０４６－８７６－２１６３

傾聴とは、相手の話に耳と心を傾けてじっくり丁寧に聴くことで、相手の
不安を和らげ心身ともに元気になってもらう活動です。本講座では、傾聴ボ
ランティア活動の意義や活動する上での姿勢を学び今後の傾聴ボランティア
活動や対人援助活動に活かすとともに、傾聴技術の向上を図ります。
○日　時（全2日間）

①平成24年３月  1日㈭ 10：00～15：00
②平成24年３月15日㈭ 10：00～15：00
○会　場　葉山町福祉文化会館　大会議室
○対　象　原則町内在住で、

�傾聴技術を身につけたい人
�地域での対人援助ボランティア活動実践者　など（定員42名／

先着順）
○参加費　1,500円(資料代等含む)
○持ち物　昼食、筆記用具
○講　師　NPO法人　ホールファミリーケア協会
○申込方法

2月22日㈬までに電話、FAX・メール（氏名〔ふりがな〕、住所、連絡先電
話番号を明記）にてお申し込みください。
メール：hvc@hayamashakyo.com

湘南国際村めぐりの森（Ｂ・Ｃ地区）で動物介在教育のための「馬の広場（仮
称）」の開設が予定されています。このためのサポーター会員を募ります。

内　容：馬を楽しむ基礎（エサやり、ブラッシング、馬具着脱、乗馬等）が
体験できます。《経験者・未経験者歓迎》

会　費：６ヶ月間で１万円　募集会員：20名（要面談）
問合せ：湘南国際村ランドスケープ集団

�TEL：０４６- ８７８- ８６５０　FAX：０４６- ８８７- ０２０２
�E-mail：mamiana55@chorus.ocn.ne.jp
�http://www6.ocn.ne.jp/~mamiana2/index.htm

傾聴（けいちょう）ボランティア養成講座
参加者募集‼

葉山 馬の広場 サポーター募集葉山 馬の広場 サポーター募集


